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理学部附属中間子科学実験施設

高エネルギー物理学研究所

(筑波)ブースターシンクロ トロ

ンを利用する中間子実験室のレ

イ・アウ ト。

54年度中にビームの利用がはじ

まる予定。



理学部附属中間子科学実験施設の発足

中間子は,かつては湯川博士の予言 した仮想上の

粒子でありましたが,戦後,大型加速器で人工的に

発生させることが可能となり,最近では中間子をプ

ロープとする基礎科学の研究が盛んに行われるよう

になつてきました。本年度より理学部に設置された

中間子科学実験施設は,わが国にはじめて中間子 ビ

ームのファンリティを建設 し,それをつかつて基礎

科学の研究を行 うことを目的として誕生 したもので

す。わが国で中間子を大量に生みだしうる加速器は,

現在の ところ,高エネルギー物理学研究所 (KEK)

に完成 した陽子シンクロトロンしかないので,実際

上は筑波に中間子 ピームの チャネル を設置 し,理

学部の教官 。学生がそれをオU用することになります

が,いろいろな準備研究が本郷て行なえるようにす

ることは云うまでもありません。

一口に中間子 と云つても,実はいろいろな種類が

ありますが,これまですでに建設が進行 しているの

は,「奇妙さ」 という属性をもつK中間子のチャネル

です。これを用いるプロジェクトは,物理学教室 の

藤井・釜江研究室が中心となつて,素粒子,ハ イパ

ー核の構造などを主題 として行われる予定です。こ

のたび理学部の附属施設として新たに認められたの

は,KEKの 500 MeVブ ースターシンクロトロン

πμ申間子チャネルを設置するもので, これによっ

ていろいろな学際的flJ用 の道が開かれます。

ブースターシンクロトロンは,主 リングヘのビー

ム打込用加速器でありますが,加本されたビームの

3/4は主 リングに影響を与えることなく他 目的に

利用できるので,その特徴を生か して,パルス中性

子散乱 と中間子 ピーム生産 とに利用されることにな

り, このために KEK内にブースター利用施設がで

きました。この うち中間子実験室の建設ならびに研

究計画の逐行は東大理学部の事業 として行われるわ

けです。中間子実験室のレイ 。アウトは表紙のとか

りですo

500MeVの 陽子がベ リリウム標的 にあたるとπ中

山 崎  敏  光  (物理 )

間子が発生 します。 110跨向に生まれた電子混在の

少ないπ中間子を電磁石レンズ系てとりだしたもの

がπ実験室,又 , 0粉 向に生まれた強度の高いπ中

間子は磁気偏向のあとミュォン (μ 中間子とも呼ば

れる )に 崩壊するので,こ れをとりだして使 うとこ

ろがμl,μ 2の実験室です。ミュオンを効率よく捕

集するため,長さ6mく らいの起電導ノンノイドを

建設することになつています。これは, 1メ ガジュ

ール以上の蓄積エネルギーをもつ大型超電導電磁石

て,その冷却を含め技術開発的要素が沢山横たわつ

ていますが,それだけに将来への波及効果も大きい

てしょう。KEKの 陽子ピームの強度は世界の三大

メノン・ ファクトリーといわれるものと比べると二

クタも低いのですが, この超電導方式の採用により

ミュォン強度は世界第 3位 となります。ブースター

・ ピームはデューティ因子 10~6を もつパルス状ビ

ーム(ピ ーム幅 50nsec,間隔 50msec)で ある

ため,瞬間強度は世界第一位です。

さて,π 中間子もミュオンも,電子の約 200倍の

質量をもつ不安定粒子で,物質中でとまつたのち,

その静止質量がいろいろな形で放出されます。その

意味では中間子はエネルギー貯蔵器のようなもので

す。負の中間子は電子と同様,原子核に東縛されて
,

いわゆる“中間子原子 "を つくりますが,その軌道

半径は通常原子の約 1/200,エ ネルギーは約 200倍

となり,原子核の大きさ,形の影響を強 〈受けます。

又,中間子原子の生成過程が物質の化学結合状態に

左右されることも興「/kあ る現象で,こ こに化学の新

しい領域が生まれました。 ミュオン原子X線は通常

X線 よりもはるかにエネルギーが高,く ,且つその発

生位置を三次元的に同定できるので,空間・時間分

解能をもつ非破壊分析法 としてユニークなものであ

り,医学 。生物学への応用が期待されています。又 ,

負の>中間子は,中間子原子を形成後ただちに核 と

反応を起 し,その分裂片が大きな放射線効果をもち

ます。これがガンの治療の可能性をもつものとして

●

●
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注 目されているところです。

ミユオンは磁気 モーメントをもつてか り,そのス

ピンの運動は放射線角分布の時間変化か ら容易に検

知できるので,物質研究のプ ロープとして魅力ある

ものです。NMRや ESRと い う略語をなぞつて,μ

SR(ミ ュォンス ピン回転 )と 呼ばれる領域ができ

ま した。正の ミュォンは, “軽い放射性プロトン "

とも云 うべきもので,ス ピンの検知できる水素 トレ

ーサーです。中性原子は ミュォニウムと呼ばれ ,

ESRに 対応する高い周波数 (1.38MH z/G auss)

1 02 03 04 0,IM16(M:ふ
00ic∂Nbs)10

てミュオンスピンが回転するので,裸のミュォンの

場合 (13.6KHz/Gauss)と ただちに区男Jで きます。

ミュオニウムを伴 う化学反応はスピンを トンースし

ながらしらべることができるようになり,水,氷 ,

高分子などでのミュオン状態について新 しい知見が

得られてきました。

固体中の稀薄な水素の挙動,その電子状態は大変

おもしろいものですが,観測可能なだけマクロの水

素が入らないところが問題でした。一方, ミュォン

はどんな物質の中へも注入できるので,磁性体中の

μ
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第 1図

(J 正 ミュォンのス ピン回転の例。単結晶の鉄の中

で受ける磁場に よるラーモア回転 と緩和が観測 さ

れる。 これから,鉄の中での伝導電子ス ピン偏極

と量子拡散の様子がわかる。

(b)正 ミュォンのスピン縦緩和の例。弱い強磁性体

(遍歴電子磁性体 )Mnsiの 中では,外部磁場が

零のとき,久保―鳥谷部の零磁場共鳴理論に従 う

ようなガウス型緩和関数が見られる。外部磁場が

かかるとこれは消滅 し,指数関数型になる。キュ

ーリー点近傍まで緩和時間がはかられ,守谷理論

が実証 された。

＼
L～ 13 μsec

μ
+IN MnSi(T=283K)
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TIME(μ  seC)
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“水素 "が どのような静的・動的磁場を感ずるかとい

いうような,これまで全 く未開拓の領域が研究され

るようになつています。 (μSW)パ ターンの一例を

第 1図に示 しましよう)。 ミュォンは陽子の 1/9

の質量 しかもたないため,量子効果 (零点運動, ト

シネル効果など)が きわだつていることも面白く,

ミュォニウム化学反応にわける反応定数の質量依存

性にも温度によらない量子効果が反映されています。

負のミュオンのスピンもミュォン原子を形成 した

あとまで保たれるので,興味あるプロープとなりま

す。たとえば,酸素や炭素などNMRのむづかしい

ものに捕獲されるとき,生成 した中間子原子は有効

な磁気プロープとなります。そのような中間子原子

をとりかこむ電子状態にも理論の光があてられるよ

うになってきました。

このたび発足 した中間子科学実験施設は,中間子

が生みだすさまざまなエキゾチッタな現象を,既存

基礎科学 との関連において研究 し応用することを目

的 としています。そのカバーする領域をまとめると

第 2図のようになるて しょう。ブースターのパルス

状ピームでできない実験は,と りあえず 12GeV主

リィグ実験室内につくられるPhase Oと 呼ばれる

テス トチヤネルで行 うこともできます。又,将来 ,

専用の加速器がつくられる可能性もありましよう。

中間子チャネルの建設 というハードな作業と並行 し

て,近い将来行われるべき研究題目についての討論

も“中間子科学セミナー"を 通して行つてかります。

理学部の教官・学生の皆様方の積極的参加を歓迎い

たします。
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第 2図  中間 子 科学 の領域



「

星 の 水 蒸 気

最近天文学における新 しい分子探 しと云えば,電

波天文学が全て話題をさらつてしまつたようである。

しかし星特に低温度星や,時として太陽のスペタト

ル中にも今筒新しい分子の同定が話題になることが

ある。もつとも星の大気中には約 100種の元素が入

り乱れて複雑な化学平衡系をなしているわけであり,

ご〈少量でも存在すると云うのならおそらく考え得

るあらゆる簡単な分子は全て存在 しているはずであ

る。従つて特別の理由もないのにある分子が存在ず

るかしないかを論ずることは,一般にはそれ程重要

なことではないかもしれない。しかし逆に多量に存

在を予想された分子が見つからないとすれば,これ

はかなり問題である。このような分子 として,ご く

ありふれた分子であるH20の例がある。事実低温

度星に H20が存在するかしないかは多 くの紆余曲

折をへて現在も筒新 しい問題をなげかけているよう

に思われる。この問題は低温度星研究の一断面 とし

て多くの興味ある問題を含んでいると思われるので

簡単に説明することにしたい。

星は低温度星と云えどもかなり高温であるが,温

度が 2000°K以下になると巨星,超巨星等のガス圧

の低い大気中でも大部分の酸素は00と H20になつ

ていることは化学平衡の計算からよく知られている。

従ってスペクトル系列の最 も晩期の星であるM型星

には00の他にH2()｀ かなり多量に存在するはずで

ある。H20分 子の振動回転置移は赤外領域に強い

吸収を持ち,星の大気に於る輻射伝播に大きな効果

を持つので重要である。一方地球大気中に含まれる

H20分子も同様の吸収を示すので,星の H20の

赤外観測は著 しく困難であつた。やつと1960年代に

なつて気球に載せた望遠鏡により数個のM型星の近

赤外スペクトルが観測され,多かれ少かれ全てのM
型星に予想される H20の吸収が観測されたことが

報告された。これでめでた く低温度星に於るH20
の問題は一応解決されたかと思われたが,その後赤

外観測 の技術 も進歩 しより精密な観■llが行なわれて

隆  (天文 )

みると,上記の結果は確認 されず大部分のM型星に

は H20は存在 しないことがほぼ明らか となった。

H20の 存在が確認 されたのはM型星の中で も最 も

低温の ミラ型変光星 と呼ばれる特殊な星に限 られる。

この結果は星の大気に於 る化学平衡 の計算による

予想を裏切るものでありたいへん困つたことであっ

た。 この ような困難の解決 として,例えばM型星は

化学組成が異常で酸素 と炭素がほぼ等 しい組成を持

つため, より安定な 00分子ができて しまうとH20

分子を作るに必要 な酸素が無 〈なって しま うた め

H20が 観演1さ れないのではないか と云 うような仮

説 も提案 された。 しか し多 くのM刑星で酸素 と炭素

がほぼ等量存在すると云 うことはいかに も不 自然な

仮定である。これに対する妥当な解決はおそ らく次

の如 〈である。即ちこれ ら低温度星に関する輻射 エ

ネルギー分布や視直径の観演1結果の詳細な検討か ら,

これ らM型星の温度は従来考えられていた よりも数

百度高いと考えるべきであることがほぼ明らか とな

つた。即ち低温度星 といえども,一般に考え られて

いた程低温ではなく,従つて多量にできると思われ

た H20も 実は温度が高いため解離 して しまつた と

考えれば,H20に 関する観測結果は何の矛盾 もな

く説明できる。結局我 力はごく簡単な思い違いに気

附 〈のに多 くの観沢」と長い時間を要 したことになる。

さて,こ れで H20の問題 は一応かたずいた と思

い始めた頃,叉妙 な観浪」が現れた。今迄の赤外観測

は主 として PbS検知器を用いた 1-3μm程度の近

赤外が主であったが,少 し波長域 を伸ば して地球 の

強い水蒸気に防げ られた 5-8μmの領域をNASAの

飛行機に載せた望遠鏡 で観測 した結果である。 この

結果は ミラ型変光星に予想される H20の 6.3 μm
にある ツ2基準振動による吸収が全 く存在 しないこ

とを示 した。これは 2.7 μmに あるνl,ツ 3基準振

動が強 く観測されることを考えると,少々理解に苦

しむ結果である。又今迄近赤外領域に もH20の観

測 されていないM型超巨星等については,やは り最

辻

-5-



も吸収係数の大きな 6.3´ぃ のν2基準振動による

吸収帯も観測されないが, 5-8μ mの輻射はむしろ

予想されるよりも過剰であるらしい。これらの観測

を行つた人々は,これらの異常についてほとんど説

明を与えていない。

この観濃1に 関する一つの解釈は次の如 くである。

これらの低温度星は一般に多量のガスを吹き出して

おり,我が太陽の吹き出す太陽風は 10~14M。 /`year

程度のガスを吹き出すにすぎないが,多 くの赤色超

巨星やミラ型変光星は 10~7～ 10-5M。 /year程度の

ガスを吹き出している。これらのガスはすでに光学

スペクトルの吸収線 として,又電波領域では H20,

OH,S10等 のメーザー輝線や,又 00,siO等 の

熱輻射 としてもすでに観濃1さ れている。これだけの

ガスが星のまわりにあれば,多 くの分子の赤外スペ

クトルも当然観濃1さ れてもよいはずである。このよ

うなガス中の H20分子は中心星の幅射により適当

に温められる熱輻射を出していん例えば H20の 6.3

μm ν2.基準振動は 5-8μmの附近にこのような輝

線スペクトルを示すはずである。 ミラ型変光星では

このような星のまわ りのガスの熱幅射が,星の光球

てできた H20吸収帯をおおいか くしてしまう。一

方光球では H20の吸収を生じない程の高温のM型

超巨星では,星のまわりのガスから出る H20等の

輝線スペクトルが加り,光球からの幅射 として予想

されるよりも過剰な輻射が観沢1さ れる。実際星の光

球からのスペクトルを境界条件として,星のまわり

のガス中での輻射伝播を考えることによりこのよう

な考えが妥当であることを示すことができる。この

ようなガスの熱輻射は近赤外ではあま り能率がよく

ないが, もつと長波長ではさらに能率がよくなる。

例えば 30 μm附近には H20の純回転遷移による強

い輻射が予想される。実際最近行なわれた観測では

M型超巨星等は 30 μmに異常に強い輻射を示す。も

つともこれを観濃1したハワイ大学の赤外屋さんは,

これは 30μmに固有振動を持つ固体粒子の熱輻射で

あろうと云つている。

さて以上のようにして飛行機による一見妙な観測

は一応よく理解されるが, もしこのような解釈が正

しいとすると,我 々はやつとH20分子を大部分の

M型星からやつかい払いにしたと思つたのに,やは

りH20分子 とはなかなか縁が切れないことになる。

しか しこのように星のまわりのガスの赤外 スペクト

ルが観減1されたと云うことは,これら星周空間の研

究にとっては大いに有益なことである。今迄に赤外

スペクトルには星周空間にある固体粒子のスペクト

ルのみが観演1されていた。例えば, 10 μmと 20メh
にはシリケート粒子になると思われる熱輻射が見ら

れる。しかしこれら固体粒子の物理的化学的性質は

よく判つていない。おそらく地上の実験室で知られ

ているものとはかなり異なるもののようである。従

つてこれらの固体粒子のスペクトルの解釈は一般に

困難であり,これらの解析から星周空間に関する情

報を得ることはなかなか難 しい。一方 H20等の簡

単な分子の性質はよく判っている。従つてこれらの

スペクトルが観測されれば,星 のまわりのガスの流

れについての物理的化学的性質を明らかにする上で

非常に有益であろう。このようにして H20分子は

我々をいろいろ悩ませたが,同時に天体診断の有用

な道具 としてたいへん役に立つことが期待されるの

である。

0

el

Binnatalの 硫塩鉱物採掘場

Binnatal はスイスの南部,イ タリアとの国境

に近い所で,パ ーゼル又はチューリッヒからベルン

を経てイタリアのミラノ方面にぬける鉄道のBrig

より少 し横にそれたFieschか ら更にバスで3o分程 ,

小  沢 徹  (鉱物 )

標高1400m程 のBinn村の有る谷で,こ の辺景色良

く又,ア ルプス登山,ハ ィキングの出発地としても

良 く,夏期休暇をすごす為の山小屋が点在 していま

す。しかし鉱物の蒐集家,研究者の関心を惹きつけ
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ているのは水晶をはじめこの地に産する種々の鉱物,

とりわけ多 くの稀産硫塩鉱物でしょう。この硫塩鉱

物は同時成のpyrite FeS2や Sphalerite ZnS

を含む中世代三畳紀約 2億年前のも∝ あるdolomi―

te cmセ ((Ю 3)2中 にAs― richな熱水溶液が入っ

て来て出来たと考えられています。硫塩はMex tts,

Sb, Bl)ySz;Me=Pb, Cu,Ag,Tl,Fe,znな

ど,と 表わせる一群の鉱物で結晶構造的には (As,

Sb,Bl)S3pyramidの 存在を特徴とし,実際こ

れの存否によって硫化鉱物 と区別されています。そ

して1950年代の終 りよりここBinn産 のものに限ら

ず硫塩鉱物の結晶学的研究がベルン大学の結晶学の

教室で精力的に行なわれ,私が滞在 しておりました

1974年 頃には,結晶構造がきまらずに手持ちして

いる硫塩は,単結晶回折実験に適 した試料の得にく

い物とか,非常に大きな超構造であるとかで, もう

ちよつと手に負えないような物がほとんどという状

態になっていました。実際当時硫塩の研究をする為

に教室に滞在中のインド人,オ ラング人,それに私

は結晶が非常に細かい双晶を しているとか,非常に

やわらか くてどのように注意 しても塑性変形が避け

られないとかの理由で皆,結晶構造解析にふさわし

い結晶片を容易に見つけられずに悲鳴をあげていま

した。しかるに,教室には有機結晶をいじっている

同僚 もおり,少なくとも私の滞在中,こ の連中が結

晶探 しに苦労 している様子は無 くてどんどん仕事を

完成させる為,これが益々精神衛生に悪 く作用 し,

元 鉱々物学出身でないインド人の同僚などしばしば

「 この教室を出たらもう三度 と硫塩の研究はした く

ない」 と言 つて,実際,有機結晶解析の教室へ移つ

て行つて しまいました。

この ようにうらみ多い硫塩て したが,あ る時皆で

ハイキングに行 くことにな り,ど うせなら自分達 と

関係の深い Binnatalの 産 地 を見に行 こうという

ことで教室のNowacki教 授に頼みます と,それな

らしかるべ くarrangeしておいてやろうと言われ,

結局 9月半ばのある日に一同揃つてBinnatalの

採掘場へ出かけて行 きました。

文献に よれば Binn地方では, もう1700年代に鉄

を目的 とした採掘が行なわれていたらしいが,1895

～1905年頃のBaumhauer,So H y等 に よる研究

を経 て1950年代終 りより始まつた地質学,鉱物学 ,

%の 段階で, ここは鉱物標本を集 めるだけ

の為に採掘するとい う珍 らしい鉱山にな りま した。

毎年雪の無い 6～ 10月 にかけて人夫が入 り,砕いた

dolomite中 に鉱物を探 し,残 りを 1台だけの ト

ロッコで数十m先の山の斜面にズ リとして捨 てると

い うノl颯模な露天掘鉱山ですが記録によれば既に数

千m3掘つています。そ して,こ こからの収獲は出

資金に応 して分配されているらしくベルンのNatur―

historisches Museumを 筆頭にベルン大学に

も平均 して15%程来ていた ようです。私は博物館や

大学の標本を時々見てお りま したから研究者が “砂

糖粒状の "と形容 している真自の細かい粒の揃 つた

dolomite中 にそれ とは対照的に黒つぼい ととの

つた結晶面を見せている硫塩鉱物を頭に描いて張 り

切つて出かけて行つたのを覚えています。 しか し結

果はいつ もの通 り,明治時代ならいざ知 らず現在で

は鉱物採集に欲の深い期待は禁物であることを知 ら

されただけで,採掘場で もズ リで も収獲はさっば り,

鉱物蒐集家で もないので執念で探す気にもなれず ,

他の連中 も同じ様なものでぶ らぶ らしてお りました

ら教授が最後に,皆におみやげがあるぞ,と :議て予

じめ用意 した標本箱を持つて来 られました。そこで

又皆, もしか して珍 らしい種類で も入つているので

はと目の色を変えたのですが,多産 して珍 らし〈も

ない sphalerite,pyrite,realgar As4S4ば

か り,やは り教授はけちだ という結論になつてしま

いました。教授は日本人 よりはるかに節約家のスイ

ス人の間で も節約家 としてつとに有名,先輩の日本



人が片面だけ使つた紙を丸めて捨てたら翌朝,さ れ

いにのばして机の上に置いてあったというような先

生です。しかしながらこの旅行が特に外人部隊に楽

しい思い出となる様にという教授の心配 りは大変な

もので,昼食は戸外でフインを飲みながらRacl ette

(特別のチーズを火にかざし,融けた部分をすくっ

てじゃがいもと一緒に食べる料理 )を楽 しめる様に

手配 してあつた り,無駄をせず, しかし必要なとこ

ろには惜 しまないヨーロッパの人達の典型的な方な

のかもしれないと感じもしました。

その後この地からどれ位の量の硫塩鉱物が出てい

るかの記録を読む機会が有 りましたが,私が苦 しめ

られて結局物にならなかつた,当 日目当ての len―

genbachite Pb34Agl10u5As24S78は 104「間

に 100個 にも達せず,その内大学の取り分を考えた

ら, とてもこちらに回つて来ない量であると納得 し

ました。ちなみに鉱物学教室の竹内教授等によって

解析されたBinn特産wallisite Pb3T130u3As6

S15な ど1968年迄の10年間にわずか 2試料 しか記録

されていません。硫塩鉱物に残された興味有る問題

の―一つは l engenbachite, sartorite PbAs2S4,

boulangerite Pb5Sb4SHな どに見られる超構

造の原因の解明でしょうが, もしかしてこの種の間

題に高分解能電顕が役に立つのではないかと,観察

を試みているところです。

最後に鉱物に関係無いことで,日本の本によると

スイス人が余 り感じ良 くない表現として「スイスは

すばらしい国だ。これでスイス人が居なければもつ

とすばらしい」と言われているのだそうですが,勿

論スイスではそんなこと言いません。では何て ?勿

論冗談てしょうがある時ラジォでこんな風に歌つて

いました「ウィーンはすばらしい都会だ。これでオ

ーストリア人がいなければもつとすばらしい」。

多 田文男先生 を偲 ぶ

吉 川 虎 雄  (地理 )

名誉教授多田文男先生は,去る3月 15日 ,心筋こ

うそくで逝去されました。まことに哀惜の念にたえ

ま.せん。

先生が理学部にご在職のころは,地理学教室には

1講座しかありませんで したから,先生は教室にか

ける唯=人の教授であり,毎年教室主任をつとめて

おられました。そして,若い研究者がのびのびと自

由に研究を進めうる環境をつ〈るよう配慮して下さ

いました。長い間の念願がかなつて,地理学教室に

1講座増設されたのは,先生ご在職の最後の年度で

した。そのかかげで,私たちは先生がよ〈口にされ

た「万年教室主任」の悲哀を味わわな〈てもすむよ

うになりました。しかし,そこに至るまでには,先

生の読心誠意のご尽力があつたことを,忘れること

はできません。

先生のご研究は,ほ とんどすべて自分の足で歩い

て得られたなまの資料によるものであるといえまし

よう。戦前,国内はもちろん,朝鮮 。中国 。南洋諸

0
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島など,広い地域 にわたって,調査の足跡 を印 して

かられます。当時の日本において,先生の ように自

分でえたなまの資料を用いて海外の諸地域を研究 じ

た地理学者はきわめて稀て した。そ して,先生は国

際的にも第一級 の研究業績をあげ られま した。戦後

も,ア マゾンの調査を自ら指揮されるとともに,多

くの海外学術調査を支援 され,若い研究者に海外調

査の機会をもつことをすすめられました。戦後地理

学教室の卒業生の中か ら,多 数の海外研究者が輩出

したの も,先生の指導によるところ大 きいものがあ

ります。

調査旅行は先生の終生の楽 しみであつた ようです。

昭和51年 3月 発行の理学部広報に よせられた「名誉

教授のご近況」に,「足の弱らない うちにと考えて,

昨夏は下北半島,尾瀬 夕原,乗鞍岳等を踏査 してき

ました。」 とのべてかられ ます ように,晩年まで実

に よ〈旅行 されま した。理学部ご在職中か ら,「前

の日曜日には,○○へ行つてきましたよ。」 といわ

れて,その調査成果を楽 しそうに語 られることが ,

しばしばありました。それは同時に,「お前たちは

歩き方が足 りない。」 という,先生一流の教ヲ‖でも

あったのです。

先生の指導や指示は,き わめて婉曲ないいまわし

であるのがふつうでした。 したがつて,時には先生

のご意図を読み取るのに苦労 したものです。たしか

昭禾口33年の早春のころと記憶 していますが,「この

5月 の国際地理学連合執行委員会に出掛けてもいい

ですか。」と,遠慮勝ちに話 しかけてこられました。

実はこれが,留守中の教授会で概算要求の審議があ

るから,地理学教室の講座増設について教授会の承

認がえられるよう努力せよとのご指示であることに

気がついたのは,先生のご出発直前のことでした。

助教授たる者その位のことは読み取れ という先生の

思惑だつた ようですが,あの時の教授会のことはい

まだに忘れられません。研究上の指導でもおおむね

この調子で,遠慮勝ちに自分のことのように話され

ることが,実は私たちへの教えであつたのです。直

載に話されるよりはその方がはるかに含蓄が深 く,

自分で考えなければならないだけに,指導の実行が

深いことを知 りえたのは,先生の教えをうけてある

ていど時間がたつてからでした。「むかし話をする

ようになつたら, もうろくした証拠ですよ。」とい

いながら,むかし話をされることがしばしばありま

した。これなどもむかし話に託 した先生一流の教訓

であり, もうろくどころの話ではありませんでした。

1957年に日本で開催された国際地理学連合地域会

議は,先生が提唱され,中心となつて組織されたも

のです。当時の地理学界内外の情勢は, このような

国際会議を主催するには相当な困難のあることを予

想させましたが,あえてそれを決意された先生のご

意図は,日本の地理学界に世界への目をもつと広 く

開かせることにあったと思われます。この会議の組

織のために先生はずい分苦労され,黒 々としていた

髪にもこのころから急に自髪が目立ち始めました。

この国際会議は,.規模こそ小さなものでしたが,成

果には大きなものがありました。日本の地理学の研

究成果が世界に紹介されて高い評価をうけるととも

に, 日本の地理学界も大きな刺戦をうけました。そ

して,それを契機にして国際交流が急速に盛んにな

り,先生のご意図は見事に達せられたように思いま

す。先生が国際地理学連合副会長に選ばれ,英国王

立地理学会をはじめとする外国の多くの地理学会の

名誉会員に推挙されましたのも,先生のすぐれた研

究業績とこのような国際交流への貢献 とによるもの

でしよう。

先生のお人柄をあえて短い言葉ていいあらわせば,

誠実と謙虚,そ して深い思いやりといえましょう。

公私にわたって先生のあたたかいご配慮をうけた人

々が広い範囲にわたっていることには,感服させら

れます。理学部で退職後も,お 目にかかるたびに,

卒業生の消息を口にされ,あ るいは喜び,あ るいは

案じておられました。

先生は本年 3月 末に駒沢大学を定年退職されるこ

とになつており, 3月 15日 にはそのご挨拶をされる

予定であつたとうかがつています。その最後の会議

の席上で,同僚の肩に倒れかかつて逝かれました。

先生の活動的なご生涯を偲び,心から先生のご冥福

をか祈 りするしだいです。
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金 工 室 の 荒 井 さ ん

物理学教室金下室の荒井正彦氏が昨年十二月に退

職された。荒井さんと縁の深かった者の一人として

広報の紙面を借 りて思い出を述べさせて頂 〈。荒井

さんが理学部に就職されたのは確か昭和二十一年で ,

それは私が復員 して来て理学部の学生になつた年だ

つた。 しかし彼と始めて話をしたのは私が嵯峨根研

に入つてからでタンタル板に孔明けをするため ドリ

ルを使いに行つた時だつた。その時には「 とっつき

に〈い人」と云う第一印象を持つた。その後 しばし

ば金工室を使 う間に親しくなり,私が機械工学科出

身と云うことを知つたのちにはもつと専門的なこと,

たとえば当時出廻つていたバイトを使 う時の切削速

度はいくらにすればよいか等と云う議論 もするよう

になった。しかし私の旋盤の腕前には彼は遂に最後

まで及第点を呉れなかつた。昭和三十二年に私が物

理学教室の工場掛になってからは我々の関係はもつ

と密接なものとなつた。荒井さんは物理学教室に対

する金工室の寄与をもつと高めようとする熱意を持

つており,その為の色々な問題をぶつけて来た。た

とえば,工作機械を更新する予算をどうやつて取る

か,最新の工作技術を身につける研修はどうするか ,

製品の出来ばえで勝負する職人の世界と年功序列の

官庁の世界をどう調和させるかなど,どれ一つとつ

野 上  燿  三  (物理 )

てもむずかしい問題で,私の力では余 り改善の効果

がなく結局は荒井さんを失望させることに終つてし

まつた。この頃荒井氏と話 し(時には激論 )を して

いる時に彼が云つた言葉が一つ深 〈印象に残つてい

る。それは物理学教室の金工室での仕事の魅力は新

しい装置の製作を頼まれて色々と工夫 して研究者の

希望通 りにはたらく物を作ることで, これがあるか

ら自分は大学に残つているのだと云う言葉だつた。

(当 時は「神武景気」の最中で外に行けば彼はもつ

と高収入が得られていただろう。 )そ の言葉どお り

荒井さんの苦心の傑作である装置は教室の中にまだ

幾つか残つている。それは荒井さんが組立工として

の全技能をそそいで作つたもので,今後も荒井さん

の記念 となるだろう。

その後金工室は新 しい工作掛の御努力で工作機械

の更新も始まり, より効率的な機能を果すようにな

つて来ている。荒井さんとしても前に自分が提起 し

た問題が部分的にでも改善の方向に向つているのを

見て東大を去ることは先駆者としての満足を得 られ

たことと思う。私の一つの望みは,荒井さんと一度 ,

音のようにスルメを肴にして焼酎を飲みながら,終

戦の激動時代からの思い出を語ることである。

Ol.



松 田 正 太 郎 氏

松田さんは昭和29年から本年 3月 まで24年間にわ

たつて金工室技官として化学教室に勤務されました。

その間研究上なくてはならない様々な細工物を作つ

て下さるかたわら,宿直業務も分担 しておられまし

た。その労を多 としたいと思います。

誰からも親 しまれる飾 り気のない真直 ぐな人柄の

持主で した。野球好きて,大の巨人ファンであるこ

とは皆の知るところで,宿直室のテレビでよ〈ナイ

ターを見てかられた。巨人が勝った次の日には,頼
まれものを喜んでやつてくれるという評判がありま

した。大きな声で何か歌らしきものをうなっている

かと思うと, “ハックション チキショウメー"と

遠慮なくやってみた り,化学教室の名物男の一人で

した。彼の居なくなつた金工室は淋 しい部屋になり

ました。松田さん,いつまでもか元気で/

松田正太郎氏,昭和田年
3月 29日 赤門学士会館で

の送別会の席上で撮影

市 原 正 さ ん を 送 る

どの分野でも同じことがいえますが,地質学科に

入学 した者は,学問の事を何 も知らぬ新入生の時か

ら,研究生活を終るまで,図書室と縁を切る事が出

来ないものです。

終戦後この教室に入学し,学生生活を送つた者は

皆, ここの図書掛の御婦人から,借 りる本の呼び方,

欧文の綴 り,借 り出し票の記入法,或は,卒論の体

裁の要点等について,き びしいが親身のこもつた注

意を受けた経験を持つています。教官の前では要領

田 隅 三 生 (化学 )

飯  山 敏  道  (地質 )

よくその無知をか くし通せた者で も, この御婦人の

前ではどうにも逃げ られません。

教官から注意を うけると多かれ少かれ反抗心 も起

きるのが常でありますが, この図書掛か ら頂 くわ小

言は別で,学生 も助手 もこれに従い, 自分の無知 ,

非を認め,御寛容を願 う気になつてしまいます。

この様な不思議な力で,何百人の地質学徒育成に

陰の協力を惜 しまれず,皆に愛された市原さんは,

本学内規によって去 る 4月 1日 付て停年退官されま



した。

市原さんは台北帝大気象学科の図書掛 としてその

キャリアを始められ,終戦で帰国,昭和22年から本

年までの31年間,教室の図書の管理,保守に当つて

下さいました。

地質学教室は理学部の中では世帯の大きい方では

ありませんが,日 本の地質学創始以来続いています。

従つて蔵書数もさる事ながら,日 本ではここ以外に

見ることの出来ない文献を沢山持つて居 ります。こ

の様な訳で,教室の図書利用者は,教官,学生は云

うに及ばず日本全国に及びます。

この利用者 1人 1人に対 し,さ きにのべた様なぐ

あいの応対をして取 りしきつて下され,更に交換図

書,新規購入本の整理 ,保存,又交換にかかせない

理学部紀要の発送等を,献身的に引き受けて下さつ

たのです。

業務が多 くなつたため,十年位前からは市原さん

の他にもう1人 の図書掛の方が来て下さる様になり

ましたが,最初の20年間は,市原さん 1人でこれら

の仕事をやつて居られた事 も特筆すべき事だと思い

ます。

昨年我 々は,住み慣れた理 2号館から理 5号館に

移 りました。この際も, もし市原さんが居られなか

つたら莫大な書籍 と限られた空間を前にしてどんな

に我々は困つたことでしょう。移転に伴う図書管理

案は,市原さんの経験があつて始めて作製 し得たも

のであると云つても,決 して過言ではありません。

教室の生命である図書を,その任期中守られ,常

に明るく誠実に教室の生活の営みに 100%参加して

下さつた市原さんに,地質学科卒業生,職員一同か

ら御礼申し上げ,御健康を祈つて止みません。

el

<学部消息>

理学部職員組合への理学部
長の書簡 とその返事

行 CD昇格協議申請に関する書簡

1 行 ⊂つの 3等級昇格協議申請の労務職

員 に)に ついては,いままで理学部とし

ては年功序列を尊重 し年長者で相対的に

最 も条件の悪い人々に限つて昇格の協議

を繰返 し申請 していた。一方昇格協議の

上申の基準に達 していた他の職員につい

ては申請せず,そのため昇格できないと

いう不利益をこうむつた可能性が高いo

理学部長はこのような事情について遺憾

の意を表明する。

'2.協議申請 しなかつたことによつて受け

たわそれがある不利益については,で き

るかぎりその補いについて努力する。

3.今回このような事態をもたらした要因

は種々あると考えられるが,理学部長は

それらの要因をとりのぞ くよう努力する。

4.来たる5月 の協議申請期には,その基

準に達 している職員全員について申請す

る。

理学部職員組合執行委員長 伊藤谷生殿

昭和

“

年 5月 15日

理学部長 田 丸謙 二

1973竿 5月 19日

理学部長 田丸謙 二 殿

書 簡 に対 す る返 書

学部長の書簡を受けとりました。今回の

事態に対 して理学部長が遺憾の意を表明さ

れたこと,不利益分の補いをふ 〈めて今後

の努力を約束されたことを理学部職員組合

は評価 します。

いつそうの御尽力を期待致 します。

戦将裏賛曇
組合 伊藤谷生

上記のような手紙のやりとりがありました。学部

長か らの書簡はわた くしの責任で書いた ものですが ,

理学部職員組合 との話 し合 いて合意を得た ものであ

ります。
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すべての職員の待遇が常に公正に取扱われ,その

属する割局や組織によつてアンバランスがあるべき

でないことはいまさらいうまでもありません。今回

のことについて大学本部をはじめ理学部職員組合 ,

その他関係者の皆さんが好意ある理解を示されたこ

とについて感謝 しています。

理学部長 田 丸 謙 二

教 授 会 メ モ

5月 17日 (水 )午後2830分より定例教授会

1.前・
回 議 事承認

2.人事異動等報告

3.受託研究員の受入れについて

4.人事委員会報告

5.会計委員会報告

6.そ の 他

動異事人

〔助 手 〕

所属  官職

物 理  助 手

天 文  助 手

物 理

氏

神 部

海 部

佐 野

名 発笹 月日  異 動 内 容

勉  53.5.16 九州大学助教授昇任

宣 男  53.5.16 東京天文台助手に配置換

理  53.5.16 助手に採用

タト国人客員研 究員報告

氏    名      現      職

Denis N.Willi ams ニュージーランド地質調査所所員

Ro M.」.Ootteri n デンマータエ業大学教授

備    考

(工学部 )

研究期間

53. 5 15

～ 53. 9.14

53. 9.20

～ 53.12 20

所属   国  籍

地 理  ニュージーランド

物 理  デンマーク

所属  官職

地 質 教 授

物 理 教 授

化 学 教 授 向 山 光 昭

情 報 教 授 後 藤 英 一

5月 海 外 渡 航 者

渡航 先 国   渡航期間

アメリカ合衆国  5 5～ 5.16

アメリカ合衆国  519～ 6 8

アメリカ合衆国  520～ 5.30

アメリカ合衆国 521～ 6.11

フ ラ ン ス 523～ 79

大 韓 民 国 5.24～ 5.26

渡  航  目  的

ペンローズ会議出席のため

ピコ秒現象会議,量子エンクトロニ

クス国際会議出席およびレーザー科
学の研究調査のため

アメリカ化学会出席および有機合成
化学に関する研究連絡のため

米国エンクトロケミカル学会,米国
コンピュータ会議出席および情報科
学に関する研究連絡のため

太陽活動領域の進化の研究のため

植物生理学に関する研究のため

村

田

氏

木

霜

郵
仁

和野

沢

海

田

授

授

教

教

文

物

天

植

名

敏 雄

光 一
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薦
吻
い

官職   氏

教 授 福 島

助教授 清 水

渡航 先 国   渡航期間

オ ース ト リ 7  5.26～ 6.12

アメリカ合衆国 5.27～ 6.7

名

直

忠 雄

渡  航  目  的

JAGAプ ログラム委員会出席のため

国際量子エレタトロニタス会議出席

絡慮だ冒
磁波物理学に関する研究連

理学部職員学生懇親会

5月 15日 (月 )午後 3時より,恒わ ピヤ′‐ テ芽

が,小石川の附属植物園でひらかれた。当日は快晴

にめぐまれ約 900名 の職員,学生の参加があり盛況

のうちに進行,午後 5時頃散会 した。

中 +中 ネ *■ 中 Ⅲ +十 ■ 中中中 ■中 ■ キ ■中 **++

昭和 12年の理学部会の写真です。

場所は,小石川植物園の現日本庭園附近のようで

す。

柴田先生,日 中館先生のお顔もみえていますo

その他古い先生方もいろいろなか姿でうつつてい

るようです。

東邦大学名誉教授の薬師寺先生 よりかか りしたも

のです。

森田茂廣 (生物化学 )

訂 正

前号の 4月 海外渡航者のうち下記のように訂正します。

大木道則教授  419～ 4.25

線

線

線

線

線

内

内

内

内

内

桂

一二

秀

颯
偽ド
陽
―‐げ
陥
‐ＡＡｐ

編

り||

田

平

隅

木

正 (物理 )

茂 (数学 )

― (天文 )

生 (化学 )

夫 (地理 )

3314

3205

4341

3148
3288
2619
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